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国家の健全化がそれである。財政の健全化と社会の次世代基準における転換がそれである
と考えるものである。 
 
これらは政治の英断と決意において、これらが早急に求められるものである。 
 
これら国家の健全化が、独⾃外交への転換とともに、⽇本国の崩壊を⾷い⽌められるのであ
る。 
 
他⽅においては、未来という新たな可能性が与えられるものである。改⾰の痛みは、唯⼀未
来への正しい選択なのである。 
 
これらは産業構造の転換と新たな貿易⽴国としての確⽴などを提案したいと考える。これ
らは政治における経済政策の完全な転換を求められるものである。 
 
外交において、独⾃外交は、パワーゲームから、新しい世界の理想における外交へ転換し、
⾃⼰の独⽴性の回復を求めることができるのである。 
 
児童に対する健全な⾃⼰の育成は、教育の転換を求められるものである。競争という現実へ
の参加でなく、全ての国⺠が、⾃らの⽬的において⾃⼰を有することは完全に相違するので
ある。 
 
政治のリーダーシップは、国⺠との対話と理解の共有において、新しい未来を求めることが
できるのである。 
 
極東アジアにおける平和と協⼒は、新たな世界への現実への参加を実現できるものである。 
 
これらは政治と学者、経済⼈と官僚が新しい国家像を模索し、計画とともにその実現を⾏う
ことができるのである。 
 
政治は必ず決定を有する。宰相の決定が唯⼀国家の決定なのである。 


